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與謝野 晶子 訳 



青 海の 波 しづ かなる さま を 舞 ふ 若き 心 

は 下に 鳴れ ども (晶子) 

す ざ く 

朱 雀院の 行幸 は 十月の 十 幾日と いう ことにな つてい 

た。 その 日の 歌舞の 演奏 はこと に 選りす ぐって 行なわ 

こラき ゅラ 

れる という 評判であった から、 後宮の 人々 は それが 

御所でなくて 陪観ので きない こと を 残念が つ ていた。 

みかど ふじつぼ にょご 

帝 も 藤壺の 女御に お見せになる ことので きない こと 

おぼしめ 

を 遺憾に 思 召して、 当日と 同じ こと を 試 楽と して 御前 

で やらせて 御覧に な つ た。 



「今日の 試 楽 は 青 海 波が 王だった ね。 どう 思いました 

ゝ I 

力」 

宮 はお 返辞が しにくくて、 

「特別に 結構で ございました」 

とだけ。 

「もう 一 人の ほう も 悪くない ようだった。 曲の 意味の 

表現と か、 手づ かいと かに 貴公子の 舞 はよ いところ が 

じょうず えん 

ある。 専門家の 名人 は 上手で あっても、 無邪気な 艷な 

趣 をよう 見せない よ。 こんなに 試 楽の 日に 皆 見て し 

もみじ 

ま つ て は 朱 雀院の 紅葉の 日の 興味が よほど 薄くなる と 

思った が、 あなたに 見せたかった からね」 



くきょう ぐ ふ 

行幸の 日 は 親王 方 も 公卿 も ある だけの 人が 帝の 供奉 

をした。 必ず あ る はずの 奏楽 の 船が - ^ の 日 も 池 を 漕ぎ 

まわり、 唐の 曲 も 高麗の 曲 も 舞われて 盛んな 宴賀だ つ 

た。 試 楽の 日の 源氏の 舞い 姿の あまりに 美しかった こ 

ましょう たんび しん 

とが 魔障の 耽美 心 を そ そりはしなかった かと 帝 は 御 心 

配に なって、 寺々 で 経 をお 読ませに なつたり した こと 

を 聞く 人 も、 御 親子の 情 はそう ある ことと 思った が、 

東宮の 母君の 女御 だけ は あまりな 御 関心ぶ リ だとね た 

ん でいた。 楽人 は 殿上 役人から も 地下から もす ぐれた 

技倆 を 認められ ている 人 たちだけ が 選り 整えられ たの 

さえ もんの かみ 

である。 参議が 二人、 それから 左衛 門督、 右衛門 督が 



して、 今日は 試 楽の 日に^! えて 細かな 手まで もお ろ そ 

かにし ない 舞 振り を 見せた。 終わりに ちょっと 引き返 

して 来て 舞う ところな どで は、 人が 皆 清い 寒気 を さえ 

覚えて、 人間界の ことと は 思われなかった。 物の 価値 

の わからぬ 下人で、 木の 蔭 や 岩の 蔭、 もしくは 落ち葉 

の 中に うず もれる ようにして 見て いた 者 さえ も、 少し 

じょうきよ うでん 

賢い 者 は 涙 を こぼして いた。 承 香 殿の 女御 を 母に し 

ど うぎ よ う 

た 第 四 親王が まだ 童 形 で 秋風 楽 をお 舞いに なった の 

みもの 

がそれ に 続いての 見物だった。 この 二つが よかった。 

あとの はもう 何の 舞 も 人の 興味 を惹 かなかった。 ない 

ほうがよ かった かもしれ ない。 今夜 源氏 は 従三位から 



かった。 

「たびたび 伺う はずです が、 参っても 御用がない と自 

なま 

然 怠ける ， J とになります。 命じ て くだ さる ことがあり 

ましたら、 御 遠慮なく 言つ てお つかわし ください まし 

たら 満足です」 

などと 堅い 挨拶 をして 源氏 は 帰って 行った。 王命婦 

も 策動の しょうがなかった。 宮 のお 気持ち を それと な 

かんせい 

く 観察して みても、 自分の 運命の 陥擠 である もの はこ 

の 恋で ある、 源氏 を 忘れない こと は 自分 を 滅ぼす 道で 

あると いう こと を 過去より もまた 強く 思 つてお いでに 

なる 御 様子で あつたから 手が 出ない ので ある。 はかな 



い 恋で あると 消極的に 悲しむ 人 は 藤 壺の宫 であって、 

積極的に 思いつめ ている 人 は 源氏の 君であった。 

少納言 は 思 いの ほかの 幸福が 小 女王の 運命に 現われ 

てきた こと を、 死んだ 尼 君が 絶え間ない 祈願に 愛孫の 

ききめ 

こと を 言つ て 仏に すが つた その 効験で あろうと 思う の 

であった が、 権力の 強い 左大臣 家に 第一 の 夫人が ある 

ことで あるし、 そこ かしこに 愛人 を 持つ 源氏で ある こ 

めん ど-つ 

と を 思う と、 真実の 結婚 を 見る ころに な つ て 面倒が 多 

くな り、 姫君に 苦労が 始まる ので はない かと 恐れて い 

た。 しかし これに は 特異性が ある。 少女の 日に すでに 

こんなに 愛して いる 源氏で あるから 将来 も たのもしい 



「今日は また ことにお きれいに 見えます ね、 年が お 行 

きになれば なるほど ご りっぱに おなりになる 方なん で 

すね」 

女房た ちがこう ささやい ている 時に、 宫 はわず かな 

きちょう 

几帳の 間から 源氏の 顔 を ほのかに 見て、 お 心に はいろ 

いろな ことが 思われた。 御 出産の あるべき はずの 十一 一 

月 を 過ぎ、 この 月 こそと 用意して 三 条の宫 の 人々 も 待 

みかど 

ち、 帝 もす でに、 皇子 女御 出生に ついての ぉ心づ もり 

をして おいでにな つたが、 何ともなくて 一月 もた つた- 

もののけ 

物 怪が御 出産 を 遅れさせて いるので あろうかと も 世間 

うわさ 

で 噂 をす る 時、 宫 のお 心 は 非常に 苦しかった。 この 



なげ 

とに もなる ものであると 歎 かれた であろうと 思われる _ 

四月に 若宮 は 母宫に つれられて 宫 中へ おはいりに 

ちのみご こども 

なった。 普通の 乳児より はずつ と 大きく 小児ら しく 

な つ ておいで になって、 このごろ はもう からだ を 起き 

返らせる ように もされる のであった。 紛らわしよう も 

ない 若宮のお 顔つきで あつたが、 帝に は 思い も 寄らぬ 

ことで おありに なって、 すぐれた 子 どうし は 似た もの 

おぼしめ 

であるら しいと 思 召した。 帝 は 新 皇子 を この 上な く 御 

大切に あそばされた。 源氏の 君 を 非常に 愛して おいで 

になりながら、 東宮に お立てに なること は 世上の 批難 

を 恐れて 御 実行が できなかった の を、 帝 は 常に 終生の 



おれて いる 時に 宫の御 返事が 届けられ たので ある。 胸 

騒ぎが して この 非常に うれしい 時に も 源氏の 涙 は 落ち 

た。 

じっと 物思い をしながら 寝て いる こと は 堪えが たい 

気がして、 例の 慰め 場所 西の 対へ 行って 見た。 少し 乱 

うちかけ すがた 

れた髪 を そのまま にして 部屋着の 桂 姿で 笛 を 懐し 

い 音に 吹きながら 座敷 をの ぞくと、 紫の 女王 はさつ き 

の 撫子が 露に ぬれた ような 可憐な ふうで 横にな つてい 

あいきょう 

た。 非常に 美しい。 こぼれる ほどの 愛嬌の ある 顔が、 

帰 邸した 気配が してから すぐに も 出て 来なかった 源氏 

を S めしいと 思うよう に 向こうに 向けられて いるので 



ある。 座敷の 端の ほうに すわって、 

「こちら へ いらっしゃい」 

と 言っても 素知らぬ顔 をして いる。 「入りぬ る 磯の 

草 なれ や」 (みら く 少なく 恋 ふらく の 多き) と 口ずさん 

そで リ こう 

で、 袖 を 口 もとに あてて いる 様子に かわいい 怜悧 さが 

見える ので ある。 

「つまらない 歌 を 歌って いるので すね。 始終 見て いな 

ければ ならない と 思う の はよ くない ことです よ」 

源氏 は 琴 を 女房に 出させて 紫の 君に 弾かせよ うとし 

た。 

「十三 絞の 琴 は 中央の 絃の 調子 を 高く する の はどう も 



る。 けれど あなた は 小さい から 私 は 安心して いてね、 

私が 行かない といろ いろな 意地悪 を 言 つてお こる 人が 

あります からね。 今のう ち は その ほうへ 行きます。 あ 

なた が 大人に なれば 決してもう よそへ は 行かない。 人 

からう らまれ たくない と 思う の も、 長く 生きて いて、 

あなた を 幸福に したいと 思う からです」 

などと こまごま 話して 聞かせる と、 さすがに 恥じて 

ひざ 

返辞 もしない。 そのまま 膝に 寄リ かかって 寝入って し 

まった の を 見る と、 源氏 は かわいそう になって、 

「もう 今夜 は 出かけない ことにする」 

と： & たちに 言う と、 その 人ら は あちらへ 立 つ て 行つ 



て。 間もなく 源氏の 夕飯が 西の 対へ 運ばれた。 源氏 は 

女王 を 起こして、 

「もう 行かな いこと にし ましたよ」 

と言うと 慰んで 起きた。 そうしてい つ しょに 食事 を 

したが、 姫君 はま だはかない ような ふうで ろくろく 食 

ベなかった。 

やす 

「ではお 寝み なさい な」 

うそ あぶ 

出ない という こと は噓 でない かと 危なが つて こんな 

力. W ん 

こと を 言う ので ある。 こんな 可憐な 人 を 置いて 行く こ 

と は、 どんなに 恋しい 人の 所があって もで きない こと 

であると 源氏 は 甲 3 つ た。 



た。 はなやかな 絵 を かいた 紙の 扇で 顔 を 隠す ようにし 

まぶた 

ながら 見返った 典侍の 目 は、 瞼 を 張り切らせようと 

故意に 引き伸ばして いるが、 黒くな つて、 深い 筋の は 

いった ものであった。 妙に 似合わない 扇 だと 思って、 

げんてん じ まっか 

自身のに 替えて 源 典侍の を 見る と、 それ は 真 赤な 地に 

青で 厚く 森の 色が 塗られた ものである。 横の ほうに 

じよ-つず 

若々 しくない 字で あるが 上手に 「森の 下草 老い ぬれば 

こま 

駒 もす さめず 刈る 人 もな し」 という 歌が 書かれて ある 

いやみ 

厭味な 恋歌な ど は 書かず ともよ いのに と 源氏 は 苦笑し 

ながら も、 

「そうじゃありません よ、 『大 荒木の 森 こそ 夏の かげ 



行が できない だけです よ」 

そで 

袖 を 放させて 出ようと する の を、 典侍 はまた もう 一 

度 追って 来て 「橋 柱」 (思 ひながら に 中 や 絶えなん) と 

しょさ めし からかみ 

言 い かける 所作 ま でも、 お 召 かえが 済んだ 帝が 襖 子 か 

ら のぞいてお しまいに なった。 不 つり 合いな 恋人た ち 

おぼしめ 

であるの を、 おかしく 思 召して お笑いに なりながら、 

帝 は、 

「まじめ 過ぎる 恋 愛ぎ らい だと 言 つてお まえた ちの 

困って いる 男 もや はりそう でなかった ね」 

ないしの すけ 

と 典侍 へお 言いに なった。 典侍 は きまり悪 さも 少 

ぬれぎぬ 

し 感じた が、 恋しい 人の ために は濡 衣で さえ も 着た が 



る 者が あるので あるから、 弁解 はしょう としなかった _ 

それ 以後 御所の 人た ちが 意外な 恋と して この 関係 を 

うわさ とうのち ゆうじょう 

噂した。 頭 中将の 耳に それが はいって、 源氏の 隠 

し 事 はたいて い 正確に 察して 知っている 自分 も、 まだ 

それだけ は 気がつかなん だと 思う とともに、 自身の 好 

奇心も 起こって きて、 まんまと 好色な 源 典侍の 情人の 

一 人に なった。 この 貴公子 も ざら にある 若い 男で はな 

かった から、 源氏の 飽き 足らぬ 愛 を 補う 気で 関係 をし 

たが、 典侍の 心に 今 も 恋しくて ならない 人 はた だ 一 人 

の 源氏であった。 困った 多情 女で ある。 きわめて 秘密 

にして いたので 頭 中将との 関係 を 源氏 は 知らなん だ。 



こう 思われて 悲しい ので ある。 

若宮のお 顔 は 御 生育 あそばす につれ てます ます 源氏 

に似てお いきに なった。 だれも そうした 秘密に 気の つ 

く 者 はない ようで ある。 何 を どう 作り 変えても 源氏と 

びぼう 

同じ 美貌 を 見うる こと はない わけで あるが、 この 二人 

の 皇子 は 月と 日が 同じ 形で 空に かか つ ている ように 似 

ておいで になる と 世人 も 思った。 

(訳注) この 卷も前 二 巻と 同年の 秋に 始まって、 

源氏 十九 歳の 秋まで が 書かれて いる。 
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